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本殿は三間社流れ造り、檜皮葺き。天正18（1590）年に、地頭本間
源三郎重泰が社殿を造営。次いで寛永15（1638）年、久野城主・
北条氏重が現在の地へ移しました。本殿左右の脇障子には左に
｢鯉の滝のぼり｣、右に｢松に鶴｣が彫られている。　説明板あり。 41原川浅間宮鰐口

昭和56年3月5日
市指定文化財工芸品

銅鋳製。銘文によると、天正17（1589）年に
製作されたことがわかる。直径34㎝。
非公開。

室町時代から伝わる「予祝芸能」で、その年の実
を豊かなものになるように、神に約束させるもので
す。毎年１月３日に、拝殿を中心に、氏子の男子に
よって行われる。
文化財ビデオ第３集『冨士浅間宮田遊び祭』。

　東名高速道路のすぐ北に位置する冨士浅間宮。
大同2（807）年、坂上田村麻呂が征夷の折、富士山麓
の浅間神社の神力によって成功したことに感謝し、こ
こに勧請、社殿を造営したことに始まると伝えられてい
ます。古くから武士の信仰が厚い神社です。
　武田氏の兵火にかかり社殿は焼失、天正18（1590）
年に地頭本間源三郎重泰が再建、寛永15（1638）年
に久野城主北条氏重によって現在の地へ移しました。

　袋井に宿場が設けられたのは元和２（1616）年のこと。徳川幕府が宿駅制度
を定めてから15年後のことです。宿間の距離は通常２里余りでしたが、掛川と見
付宿間が４里ほどあったため、間に袋井宿が設けられました。
　天保14（1843）年の調査によると、宿内の町並みは西端の中川まで５町15間、
人口843人、家数は本陣３軒と旅籠屋50軒を含め195軒でした。
　江戸、京都どちらから数えても「東海道五十三次」の27宿目の宿であることか
ら「東海道ど真ん中」として、これを観光資源などに活かし、現在まちづくりが行
われています。

45袋井本陣御宿帳
昭和49年10月24日
市指定文化財古文書

東（田代）本陣での元和４（1618）年から寛永11
（1634）年までの休泊状況が記録されている。
非公開。

梅屋敷に看板を贈った林伊太郎は「林靍梁」の
名で知られる、江戸後期から明治期の儒学者、
幕臣です。中泉（現磐田市）代官赴任中に起
こった安政の大地震の際、領民の救済に尽力
するなどの功績をあげました。文章に秀で、書物
も残しています。

新屋

袋井宿の町並みを描いた絵図で、江戸時代末期ごろに制作されたと推定される。　非公開。

嘉永６（1853）年から安政５（1858）年まで
中泉代官を務めた林伊太郎は、袋井宿の
西のはずれにあった小七が営む「梅屋
敷」という店が気に入り度々訪れた。伊太
郎は「別春居記」という書き物や、「梅花
飯類」の看板を贈った。　非公開。

林　伊太郎

❶冨士浅間宮本殿 昭和25年8月29日
国指定重要文化財建造物

59梅屋敷の看板
昭和57年2月8日
市指定文化財歴史資料

袋井

58袋井宿絵図 昭和53年11月9日
市指定文化財歴史資料　

新屋

44

元和２（1616）年に、宿の開設を命じたものであ
る。　個人蔵/非公開。

袋井宿開設お墨付
昭和49年10月24日
市指定文化財古文書

袋井

70冨士浅間宮田遊び祭
平成元年4月1日
市指定文化財無形民族

国指定重要文化財 県指定文化財 市指定文化財
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